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再評価結果（平成２１年度事業継続箇所）

担 当 課：九州地方整備局 地域道路課
担当課長名：春田 義信

事業名 事業 事業
一般県道 佐仁万屋赤木名線 （須野工区） 地方道 鹿児島県

さ に ま ん や あ か ぎ な せん す の

区分 主体

起終点 起点：鹿児島県奄美市笠利町笠利 延長
か ご し ま け ん あ ま み し かさりちようか さ り

終点：鹿児島県奄美市笠利町須野 ２．３km
か ご し ま け ん あ ま み し かさりちよう す の

事業概要
須野工区は、奄美市笠利町笠利から同市同町須野に至る延長２．３km区間の道路改良である。現道は、

奄美大島北東部の海岸線沿いに位置し、幅員狭小，線形不良の狭路区間にあり、台風時の高潮による冠水
の交通途絶予想箇所の指定区間でもあるため、災害に強く安全で円滑な交通の確保を図るものである。
Ｈ１１年度事業化 Ｈ 年度都市計画決定 Ｈ１２年度用地着手 Ｈ１６年度工事着手

（Ｈ 年度変更）
全体事業費 ３６億円 事業進捗率 ６９％ 供用済延長 ０．７km
計画交通量 １，５００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年
分析結果 (事業全体) ９．７/３８ 億円 ３１/４２ 億円

１．１ 事 業 費：9.2/37億円 走行時間短縮便益：３０/４０億円 平成２０年度
(残事業) 維持管理費:0.50/0.71億円 走行経費減少便益： 1.6/1.6 億円

３．２ 交通事故減少便益：0.00/0.00億円
感度分析の結果 残事業について感度分析を実施

交通量変動 ： B/C=3.6（交通量+10%） B/C=2.9（交通量-10%）
事業費変動 ： B/C=3.0（事業費+10%） B/C=3.6（事業費-10%）
事業期間変動 ： B/C=3.0（事業期間+20%） B/C=3.3（事業期間-20%）

事業の効果等
・円滑なモビリティの確保（利便性の向上が期待できるバス路線）
・物流効率化の支援（農林水産品の流通の利便性が向上）
・国土・地域ネットワークの構築（現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消 Ｗ＝５．０ｍ）
・個性ある地域の形成（観光地へのアクセス向上が期待される） 他６項目に該当
関係する地方公共団体等の意見

本路線は、奄美大島北部地域の生活・産業を支える半島循環道路であり、本区間は、幅員狭小及び線形
不良の狭路区間であることから、地元からも早急な整備が待ち望まれている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

特になし。
事業の進捗状況、残事業の内容等

用地買収については、７７％が完了し０．７㎞の部分供用を行っている。残事業は改良１．６㎞であり、
現在、整備を進めている。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

奄美市（旧笠利町）の地籍調査との調整を図りながらの用地取得を行ってきたことから期間を要してい
る。地籍調査が完了したことから、今後も着実に整備を進めていく予定である。
施設の構造や工法の変更等

コンクリート２次製品の積極的な活用を図り、コスト縮減を図った。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由

以上状況を勘案すれば当初から事業の必要性重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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